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研究成果の概要（和文）：本研究は、霊長類の３色型色覚の適応的意義が薄明環境下での果実採食にあることを
検証することを目的としておこなった。調査は中米コスタリカのサンタロサ国立公園に生息する野生のノドジロ
オマキザルを対象におこない、日の出日の入り前後の薄明環境下における採食行動を記録することで、２色型色
覚と３色型色覚の個体のそれぞれの採食効率を算出した。調査期間中、サルはさまざまな色の果実を食べたた
め、果実の色（顕在色、隠蔽色、暗色）の３タイプに分けて色覚型間で採食効率を比較した。詳細なデータ解析
は現在進めているところである。

研究成果の概要（英文）：This study examined the adaptive significance of trichromatic color vision 
in primates in fruit foraging under dim-light conditions. The study was conducted on wild 
white-faced capuchin monkeys in Sector Santa Rosa, Area de Conservacion Guanacaste, Costs Rica. We 
observed and recorded foraging behavior of monkeys under dim-light conditions (before and after of 
sunrise and sunset). We calculated the foraging efficiency of each color vision. We compared the 
foraging efficiency between trichromatic indivisuals and dichromatic individuals divided by the 
color of fruits eaten by monkeys (conspicuous and cryptic). I am currently in the process of 
conducting a detailed data analysis.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
哺乳類の色覚は２色型色覚が一般的であるが、我々ヒトを含めた霊長類は進化の過程で３色型色覚を獲得した稀
有な存在である。３色型色覚がどのような状況で適応的であるのかはっきりしていないが、近年、原始的な霊長
類である曲鼻猿類における色覚の系統解析によって、霊長類の３色型色覚は、進化の過程で活動の場を日中へ移
行する以前に既に獲得されていた可能性が指摘された。本研究が着目した薄明環境での３色型色覚の優位性の検
証は、霊長類の３色型色覚の獲得が必ずしも日中の明るい環境光への適応ではない可能性を検討するうえで重要
な知見を与える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
霊長類の中でヒトを含む直鼻猿類は、哺乳類の中でも特に視覚に依存した生活をしており、多

様な色彩を弁別できる色覚（３色型色覚）を有している。これは、直鼻猿類の主な食物が果実で
あることから、昼間に赤みがかった果実を緑の葉の背景から検出することに対する適応の結果
だと解釈されてきた。近年、原始的な霊長類である曲鼻猿類の色覚系統解析によって、霊長類の
３色型色覚は、活動の場を日中へ移行する以前に既に獲得されていた可能性が指摘されおり、霊
長類の３色型色覚の獲得が必ずしも日中の明るい環境光への適応としては説明できないことを
示唆している。そこで本研究では、日の出・日の入り前後にみられる薄明環境こそが、霊長類の
３色型色覚の獲得における適応的環境であり、３色型色覚の優位性は薄明時間帯における赤み
がかった果実の採食効率に顕著に現れると考えた（薄明適応説）。 
 
２．研究の目的 
本研究は、“昼行性霊長類にみられる３色型色覚は、薄明環境下で赤色系の食物（果実）を効

率的に採食することに優位性がある”という仮説（薄明適応説）の妥当性を検証することを目的
とする。具体的には、同一種内に２色型色覚と３色型色覚の個体が混在する野生の広鼻猿を対象
として、薄明環境における赤みがかった果実の採食行動を色覚型間で比較することで３色型色
覚の採食効率の優位性を調べた。 
 
３．研究の方法 
コスタリカ共和国北西部に位置するサンタロサ国立公園で、2017 年～2019 年に野外調査を実

施した。同国立公園内に生息する野生ノドジロオマキザル（Cebus imitator）の 3群を調査対象
とした。いずれの群れにも 2色型色覚の個体と３色型色覚の個体がおり、オトナのメス 24個体
（２色型色覚 9個体、３色型色覚 15個体）、オトナのオス 15 個体（すべて２色型色覚）を観察
対象とした。サルが朝に目覚めてから夜に眠るまでの間にみられた採食行動を記録した。サルが
果実を採食したら植物種名と果実の色を記録した。また、一定時間内のサルによる果実採食の試
行回数、成功（果実を飲み込んだ）した回数、失敗（果実を捨てた）した回数を記録し、採食効
率を算出した。果実の色は顕在色（赤、黄、オレンジ）、隠蔽色（緑、茶）、暗色（紫、黒）の３
タイプに分類した。薄明環境と日中のそれぞれにおいて、果実の採食効率を果実の色タイプごと
に色覚型間で比較した。 
 
４．研究成果 
（１）ノドジロオマキザルの採食活動時間 
オマキザルは日の出時刻の約 30 分前から泊り木を出て移動を開始し、果実の採食をおこなっ

た。その後、日中は休息、移動、採食をくりかえし、日の入り時刻の約 30 分後まで採食がおこ
なわれることが分かった。このことから、自然環境下においてオマキザルは、薄明環境でも果実
を採食していることが確認された。 
 

（２）色覚型による採食効率の違い 
 調査期間中、オマキザルは 22 種の植物の果実を採食した。これらを果実の色で分類すると、
顕在色は 15種、隠蔽色は 5 種、暗色は 2種であった。日の出日の入りの前後 30 分を薄明環境、
それ以外を日中として、現在、単位時間当たりの採食効率を薄明環境と日中において果実の色タ
イプごとに分析し、色覚型間で比較することをおこなっている。 

写真１．Simarouba glauca の果実を採食するノドジロオマキザル 
 



写真２．Alibertia edulis の果実を採食するノドジロオマキザル 
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